
京
子
'
臼
の

「
黄
鶴
棲
迭
孟
浩
然
之
虞
陵
」

一
、
問
題
の
所
在

う

こ

ま

止

を

、

ミ

ノ

ご

本

J

J

一寺
β

三
ま
又
ち

b
v
l
R
王
者
売
も
一
コ
「
/
7
4
t
H
n
f
一一一

J
1
4ぷ戸

ら
れ
て
い
る
c

「
資
鶴
模
法
吋
革
法
然
之
康
俊
」
(
巻
十
五
〉
「
贈
孟
浩

然
い
ハ
巻
九
)
「
春
日
蹄
山
容
…
広
治
然
レ
(
巻
十
四
〉
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
方
、
ザ
ぷ
治
然
の
詩
集
に
は
李
自
に
触
れ
た
作
品
は
見
当
ら
な
い
。

現
存
す
る
作
品
が
李
自
の
側
の
一
一
一
誌
に
mm
ら
れ
る
こ
と
は
、
一
向
詩
人

の
交
流
を
跡
づ
け
る
こ
と
を
極
め
て
難
し
く
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

作
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
李
自
の
詩
文

の
編
年
を
試
み
た
王
議
、
資
錫
珪
、
位
協
鉄
の
一
ニ
氏
の
所
説
を
対
比
し

〈

1
〉

て
み
よ
う
。
次
の
よ
う
な
開
き
が
あ
る
。

に
つ
い
て

中

田

イ中

本
稿
で
中
心
的
に
と
り
あ
げ
る
「
町
内
鶴
模
法
一
五
浩
然
之
康
段
」
に

つ
い
て
み
る
と
、
玉
南
説
で
は
李
白
四
十
歳
以
前
の
作
、
寅
一
錫
珪
説

で
は
一
一
一
十
七
歳
の
と
き
の
作
、
住
民
μ

鉄
説
で
は
二
十
八
歳
以
前
の
作
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
開
き
が
あ
る
の
も
、
両
者
の
交
流

を
跡
づ
け
る
資
料
の
乏
し
い
の
が
第
一
の
理
由
で
あ
る
。

最
近
、
中
国
で
は
法
鋲
の
業
績
に
沿
っ
て
製
作
時
期
を
特
定
し
た

(
2
)
 

研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
細
部
に
つ
い
て
は
葦
強
付
会
も

あ
り
、
説
得
力
を
欠
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
i

寅
鶴
楼
迭
孟
浩
然
之

康
陵
」
が
い
つ
作
ら
れ
た
か
は
、
ど
こ
で
作
ら
れ
た
か
と
合
わ
せ
、

未
解
決
の
問
題
と
い
え
よ
う
。

こ
の
詩
は
本
文
に
も
不
確
か
な
点
が
あ
る
。
古
来
、
李
白
の
代
表
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的
な
七
絶
と
し
て
、
多
く
の
選
集
に
採
ら
れ
愛
唱
さ
れ
て
き
た
が
、

一
部
に
は
な
お
す
っ
き
り
と
し
な
い
本
文
の
兵
問
が
あ
る
。
今
、
李

白
を
読
む
と
き
標
準
的
な
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
る
、
王
靖
の
円
十
字
太
白

文
集
b

を
引
く
。

故
人
問
僻
黄
鶴
楼
熔
花
一
二
月
下
揚
州
孤
机
遠
影
(
一
作
映
)

憩
山
ハ
熊
本
作
空
)
議
唯
見
長
江
天
際
流

第
一
一
一
旬
に
注
目
す
れ
ば
、
今
日
私
た
ち
の
よ
く
見
る
本
文
と
は
異
な

る
ο

つ
ま
り
「
孤
帆
遠
影
碧
空
費
」
と
な
っ
て
い
な
い
。
「
碧
山
霊
」

か
「
碧
z
W
1

議
」
か
、
解
釈
上
こ
の
一
文
字
の
差
異
は
大
き
い
。
で
は

な
ぜ
、
王
務
の
「
碧
山
議
」
で
な
く
「
碧
空
議
L

を
よ
し
と
す
る
の

か
。
そ
の
系
統
的
な
論
証
は
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
無
い
ο

た
だ
「
碧

窓
議
」
の
方
が
詩
的
に
す
ぐ
れ
る
、
と
い
っ
た
主
観
的
論
法
が
積
み

議
ね
ら
れ
、
…
的
を
き
か
せ
て
き
た
よ
う
に
見
う
け
る
。

本
稿
は
「
黄
鶴
桜
、
送
孟
浩
然
之
蹟
陵
」
の
作
ら
れ
た
時
期
と
本
文

兵
問
に
つ
い
て
、
従
来
の
暖
味
な
出
を
洗
い
正
そ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

一
一
、
「
春
日
鱒
山
寄
章
浩
然
」
と
「
菟
鶴
権
法
孟
浩
然

之
麗
陵
」
と
の
関
係

本
論
に
入
る
前
に
、
一
五
浩
然
に
あ
て
た
地
の
二
つ
の
詩
を
み
て
お

き
た
い
。
以
下
、
李
自
作
品
の
本
文
は
中
華
護
局
絞
吋
李
太
白
全
集
』

に
よ
る
。婚

孟

浩

然

孟

浩

然

に

贈

る

吾
愛
孟
夫
子
吾
は
愛
す
孟
夫
子

風
流
天
下
関
風
流
天
下
に
関
こ
ゆ

紅
顔
棄
軒
嘉
紅
顔
軒
問
免
を
棄
て

白
首
臥
松
雲
白
首
松
雲
に
臥
す

貯
丹
頻
中
翠
月
に
酔
ひ
て
頻
り
に
聖
に
中
り

迷
花
不
事
君
花
に
迷
ひ
て
君
に
事
ヘ
、
ず

高
山
安
可
仰
高
山
安
ん
ぞ
仰
ぐ
ベ
け
ん
や

徒
此
持
溝
芥
徒
に
此
に
清
芥
を
携
す

こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
時
期
は
既
に
示
し
た
と
お
り
で
、
王
埼
は
李

白
四
十
歳
以
前
、
寅
錫
珪
は
三
十
三
歳
、
祭
鉄
は
三
十
九
歳
と
す

る
。
一
一
一
氏
の
説
に
は
開
き
が
あ
る
が
、
一
五
浩
然
の
晩
年
を
写
し
た
作

品
と
の
認
識
で
は
一
致
す
る
。

一
、
二
句
自
は
お
そ
ら
く
、
孟
浩
然
が
太
一
子
と
い
う
道
士
を
訪

問
し
た
と
き
の
作
「
尋
天
台
山
」
の
間
関
頭
を
ふ
ま
え
た
も
の
だ
ろ

ト
勺
ノ
。
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吾
愛
太
一
子
餐
霞
臥
赤
城

こ
れ
も
五
一
一
一
一
口
律
詩
で
あ
る
。
陳
飴
欣
は
関
一
五
十
八
年
(
七
一
ニ
ハ
〉
〉
こ

〈

3
〉

ろ
の
作
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
と
お
り
と
す
れ
ば
、
「
般
孟
浩
然
{
一

の
先
行
作
品
で
あ
り
、
李
白
が
孟
一
浩
然
の
作
品
に
自
を
通
し
学
ん
で



い
た
傍
誌
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
は
、
一
歳
年
長
の
孟
浩
然

へ
の
敬
愛
の
情
を
格
調
高
く
吐
露
し
、
深
く
美
し
い
交
友
を
背
後
に

想
像
さ
せ
る
Q

も
っ
と
も
こ
の
詩
は
、
い
つ
、
い
か
な
る
場
で
の
創
作
な
の
か
、

推
測
の
手
が
か
り
を
欠
く
。
あ
る
い
は
、
前
人
の
相
会
う
場
で
の
作

品
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
次
の
詩
に
は
、
創
作
し

た
時
と
場
所
}
考
え
る
手
が
か
り
が
あ
る
ο

春
日
蹄
山
寄
孟
浩
然
春
日
鳩
山
孟
浩
然
に
寄
す

朱
絞
遺
鹿
一
境
朱
一
紋
塵
境
に
遺
一
し

青
山
詞
党
縫
青
山
焚
廷
に
謁
す

金
縄
問
究
路
金
縄
党
路
を
開
き

貿
筏
度
迷
川
川
支
筏
迷
川
を
度
る

嶺
樹
撲
飛
挟
嶺
樹
飛
棋
を
積
め

的
花
覆
谷
内
水
晶
花
谷
泉
を
覆
ふ

塔
形
標
海
日
塔
形
海
月
に
擦
は
れ

楼
勢
出
江
熔
楼
勢
一
乱
燭
を
出
づ

香
気
三
天
下
香
気
三
天
よ
り
下
り

鐘
声
万
怒
に
連
な
る

荷
秋
珠
己
に
満
ち

松
密
惹
初
め
て
円
か
な
り

烏
緊
ま
り
て
法
を
開
く
か
と
疑
は
れ

荷
秋
珠
己
満

松
密
葦
初
国

鳥
取
水
疑
問
法

龍
参
若
護
締
竜
参
じ
て
禅
を
護
る
が
ご
と
し

焼
非
流
水
韻
擁
づ
流
水
の
韻
に
非
ざ
る
に

切
入
佑
牙
絃
切
り
に
佑
牙
の
絃
に
入
る
を

こ
の
詩
は
か
つ
て
、
孟
浩
然
に
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ

〈

4
〉

れ
た
Q

し
か
し
私
は
、
大
野
実
之
助
が
『
李
太
白
詩
歌
全
解
』
で
、

態
鉄
が
『
李
白
詩
文
繋
年
b

で
偽
作
説
を
否
定
し
て
い
る
、
そ
の
見

方
を
と
る
ο

思
う
に
こ
の
詩
は
、
李
白
が
孟
浩
然
に
対
し
て
精
一
杯

挨
拶
の
意
を
こ
め
、
孟
浩
然
の
詠
風
に
近
づ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

鈴
木
修
次
の
「
孟
浩
然
論
い
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

「
香
気
」
「
鐘
声
」
、
そ
の
対
誌
は
、
孟
浩
然
が
に
お
い
と
音
と
を

好
ん
だ
こ
と
を
心
得
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ニ
天
L

、
仏
教
で
い

う
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
三
を
い
う
か
。
あ
る
い
は
道
教
で
い

う
玉
清
・
上
清
・
太
清
の
三
つ
の
天
上
世
界
を
い
う
か
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
孟
浩
然
が
、
寺
院
や
道
観
の
雰
囲
気
を
好
ん
だ
こ
と
に

ち
な
ん
で
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
荷
秋
珠
己
満
、
松
密
蓋
初
鼠
」

の
対
句
は
、
孟
浩
然
が
謝
霊
運
ふ
う
の
き
め
の
こ
ま
か
い
対
応
を

好
ん
だ
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
孟
浩
然
の
好
み
に
あ
わ
せ
る
べ

く
、
李
自
に
と
っ
て
は
い
さ
さ
か
不
得
意
な
対
勾
を
試
み
た
と
考

え
ら
れ
る
。
(
中
略
)
孟
浩
然
の
好
み
の
方
向
に
お
い
て
、
こ
れ

だ
け
の
詩
を
作
る
李
白
は
、
孟
浩
然
の
詩
風
を
十
分
に
の
み
こ
ん

で
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ο
(
『
唐
代
詩
人
論
』
)
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李
自
の
周
到
な
用
意
を
教
え
ら
れ
る
卓
説
で
あ
る
。
後
の
拙
論
の
関

連
で
言
え
ば
、
仏
教
は
二
人
の
精
神
的
経
帯
で
あ
っ
た
か
。
詩
に
詠

み
こ
ま
れ
た
寺
院
は
李
白
だ
け
で
な
く
、
孟
浩
然
に
も
ゆ
か
り
の
寺

院
か
も
し
れ
な
い
。
李
自
の
配
慮
は
表
現
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
内
容

や
場
に
も
及
び
、
全
体
と
し
て
孟
浩
然
へ
の
周
到
な
挨
拶
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。

こ
の
詩
の
作
ら
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
郁
賢
始
が
「
李
白
与
浩

(
2〉

然
交
激
考
」
の
な
か
で
論
述
し
て
い
る
が
、
篤
鋲
の
説
の
敷
街
に
す

ぎ
ず
、
説
得
力
の
あ
る
根
拠
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
ο

そ
の
結
論
の

部
分
は
、

今
既
知
好
一
一
ん
二
十
七
年
李
白
骨
灘
巴
段
、
別
可
知
李
白
瀞
己
陵
部

后
曽
車
禁
問
、
与
孟
浩
然
一
起
瀞
山
、
才
写
了
此
涛
。
向
付
也
写

了
《
贈
一
定
浩
然
》
涛
、
対
孟
浩
然
「
紅
顔
奔
粁
寛
、
自
首
阿
川
松

一
ど
的
生
活
表
示
宏
限
仰
慕
。
按
是
年
以
后
李
白
「
学
釦
来
山

京
比
一
丹
哉
、
役
有
杭
会
与
一
議
浩
然
見
街
。
次
年
、
孟
浩
然
部
与
世

長
辞
。
疑
此
二
涛
乃
李
白
子
汗
一
克
二
十
七
年
往
山
京
途
中
経
裏

問
、
ト
サ
孟
浩
然
交
激
稲
作
。

叶
腕
州
孟
浩
然
い
と
「
春
日
締
山
寄
一
流
浩
然
い
の
二
詩
を
一
一
対
に
す
る

根
拠
、
問
問
時
期
の
作
と
す
る
根
拠
が
何
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

注
意
さ
れ
た
い
。

従
来
の
説
と
は
加
に
私
は
「
春
日
時
山
容
孟
浩
然
い
は

迭
孟
浩
然
之
康
陵
」
と
の
関
連
で
と
ら
え
る
こ
と
に
興
味
を
覚
え

る
。
と
い
う
の
は
、
前
者
は
黄
鶴
楼
の
近
く
で
作
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
忠
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
判
断
す
る
根
拠
は
次
の
四
点

で
あ
る
。

ー
李
白
は
黄
鶴
楼
と
は
長
江
を
隔
て
た
対
岸
、
漢
陽
の
大
別
山

(
現
在
は
亀
山
と
称
す
る
)
地
区
に
逗
留
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
。

こ
れ
は
彼
の
作
品
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
宋
代
以
前
こ

〈

5
〉

こ
に
既
に
李
自
の
闘
が
あ
っ
た
と
記
録
に
見
え
、
そ
れ
は
李
白
と
漢

陽
の
地
縁
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

2
当
地
に
は
大
別
寺
と
称
す
る
寺
が
唐
代
に
創
建
さ
れ
た
こ
と
が

(
6
)
 

文
献
に
見
え
る
。
陵
訴
の
円
入
費
記
』
に
も
大
別
山
に
は
寺
院
が
あ

ハ
7
)

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
古
く
か
ら
寺
院
が
置
か
れ
て
い

た
区
域
で
あ
っ
た
。

3
大
別
山
に
は
伯
牙
と
鏡
子
期
の
、
い
わ
ゆ
る
「
知
音
」
の
故
事

(
8
)
 

に
ゆ
か
り
の
あ
る
古
琴
台
が
あ
る
。
詩
の
末
二
勾
「
娘
非
流
水
韻

切
入
伯
牙
絃
」
は
こ
こ
の
伝
承
を
多
分
に
ふ
ま
え
て
お
り
、
単
な
る

観
念
的
な
付
会
の
句
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
こ
は
李
白
だ
け
で
な
く
孟

浩
然
、
に
と
っ
て
も
親
し
い
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
孟

浩
然
の
故
郷
護
陽
を
流
れ
る
漢
水
が
、
長
江
に
合
流
す
る
町
が
漢
陽

で
、
す
ぐ
関
側
に
大
別
山
が
あ
り
古
琴
台
が
あ
る
。
こ
こ
は
江
南
に

下
る
孟
浩
然
に
と
っ
て
は
中
継
地
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
念

( 100) 



一
践
に
お
く
と
「
春
日
締
山
等
孟
浩
然
い
は
、
大
別
山
の
寺
院
に
出
入

り
し
て
い
た
李
白
が
孟
浩
然
に
(
お
そ
ら
く
袈
践
に
い
た
で
あ
ろ
う

彼
に
)
宛
て
た
、
挨
拶
の
詩
と
し
て
の
趣
が
は
っ
き
り
表
れ
る
。

4
詩
中
の
第
四
匂
か
ら
第
七
句
「
嶺
樹
撹
飛
供
品
花
一
猿
谷
泉

塔
形
襟
海
臼
棲
勢
出
江
畑
」
は
寺
，
院
に
お
け
る
属
ぼ
で
あ
ろ
う
。

特
に
「
楼
勢
出
江
焔
」
は
、
長
江
の
川
も
や
の
上
に
顔
を
の
ぞ
か
せ

た
対
岸
の
寅
鶴
楼
の
情
景
か
と
思
わ
れ
る
ο

以
上
、
「
春
日
蹄
山
寄
議
浩
然
」
が
黄
鶴
楼
と
は
州
民
尺
の
間
に
あ

る
、
大
別
山
で
作
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
李
自
に
は
明
ら

か
に
大
別
山
で
詠
ん
だ
作
品
、
が
あ
る
。

ハ
9
)

哲
一
一
寅
鶴
山
黄
鶴
山
を
望
む

東
援
資
鶴
山
東
の
か
た
寅
鶴
山
を
望
め
ば

雄
雄
キ
祭
出
雄
雄
と
し
て
半
ば
空
に
出
づ

四
回
生
白
一
室
四
面
白
雲
を
生
じ

中
峰
街
紅
日
中
蜂
紅
誌
を
街
す

(
下
略
)

李
白
は
、
大
別
山
の
あ
る
漢
陽
と
寅
鶴
撲
の
あ
る
武
田
間
の
間
を
、

盛
ん
に
往
復
し
た
ふ
し
が
あ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
漢
陽
に
は

王
と
い
う
姓
の
飲
み
友
達
が
い
た
。
詩
の
寄
贈
も
し
て
い
る
。
ま

た
、
演
鶴
楼
で
は
た
び
た
び
友
人
の
送
別
を
し
て
い
る
。
前
述
の
よ

う
に
漢
陽
に
は
李
白
の
古
い
柄
が
あ
っ
た
。
そ
の
位
震
は
郎
官
朔
の

北
側
と
い
う
。
こ
の
湖
、
現
在
は
溺
れ
て
い
る
が
、
李
白
が
名
づ
け

(mu 

親
だ
っ
た
と
い
う
。
李
白
と
漢
陽
、
そ
し
て
武
呂
と
は
浅
か
ら
ぬ
因

縁
に
よ
っ
て
結
J

ば
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
付
近
の
逗
留
期
間
に
つ
い
て
、
黄
錫
誌
は
開
元
十
七
年
、
李

白
一
一
一
十
歳
の
幕
か
ら
春
に
か
け
て
と
し
、
震
鋲
は
開
元
二
十
一
年
、

李
白
三
十
四
歳
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
「
春
日
野
山
寄
孟
浩
然
」
と

「
寅
鶴
棲
迭
孟
浩
然
之
陵
駿
」
の
二
詩
が
、
共
に
右
の
期
間
に
作
ら

れ
た
と
断
一
一
一
日
で
き
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
。
二
つ
の

詩
が
共
に
春
季
で
あ
る
こ
と
も
荷
意
す
べ
き
一
致
点
で
あ
る
。
孟
浩

然
の
当
時
の
足
ど
り
が
更
に
は
っ
き
り
す
れ
ば
、
製
作
時
期
の
特
定

も
不
可
能
で
は
な
い
。
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黄
鶴
楼
と
李
白

の
顧
景
足
に
よ
れ
ば
、
黄
鶴
楼
を
有
名
に
し
た
の
は
、
唐
の
李

〈
れ
)

白
と
援
額
の
詩
で
あ
る
と
い
う
。

黄
鶴
棲
唐
以
前
不
甚
著
名
、
李
白
見
山
保
詩
摘
筆
、
穎
詩
額
、
市
接

金
額
。

「
桜
詩
」
と
は
在
頴
の
七
律
「
素
鶴
棲
」
。
「
李
白
見
桂
詩
欄
筆
」
と

は
、
吾
川
詩
記
事
』
巻
二
十
一
に
収
め
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

世
博
、
太
白
云
、
眼
前
有
景
選
不
得
、
経
類
題
詩
在
上
頭
、
途
作

鼠
鳳
牽
詩
以
較
勝
負
。



同
時
代
の
孟
浩
然
や
壬
維
に
も
黄
鶴
楼
を
詠
み
こ
ん
だ
詩
は
あ
る

が
、
作
品
の
質
と
最
か
ら
言
え
ば
、
ま
た
話
題
性
か
ら
言
え
ば
、
一
顧

景
足
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

南
宋
の
乾
道
六
年
(
一
一
七

O
)
八
月
、
陸
併
の
『
入
萄
一
記
』
に

は
、
こ
こ
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
興
味

は
李
自
の
当
時
の
楼
の
所
在
で
あ
っ
た
ο

古
老
に
尋
ね
て
そ
の
位
震

を
確
か
め
た
が
、
そ
こ
に
は
李
監
が
築
書
で
書
い
た
石
刻
が
残
っ
て

い
る
だ
け
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
一

陵
携
は
、
こ
こ
に
っ
て
眺
め
た
対
岸
の
近
さ
を
次
の
よ
う
に

。

〉
門
ノ

二
十
八
日
、
同
一
平
沼
之
秀
才
市
、
受
石
鏡
亭
、
訪
資
鶴
棲
故
社
。

石
鏡
卒
者
、
石
城
山
一
制
問
、
正
枕
大
江
、
其
西
興
漢
陽
相
封
、
止

焔
一
水
、
人
物
草
木
可
数
。

ム
ド
h
'
μ

ヨ4
'

↑u
r、や戸川完

封
川
戸
滋
ん

μ
サハぺ

.Hm
こ
こ
の
川
艇
の
狭
さ
を
詠
ん
で
い
る
。

狭
如
一
匹
練

こ
の
狭
い
水
道
に
は
渡
し
舟
が
往
復
し
て
お
り
、
李
白
も
利
用
し

た
ら
し
い
こ
と
は
、
持
よ
り
推
測
で
き
る
Q

島
弘
V
Hを
ileJ
之

K
川
パ
芸
羽
曳
工
封

型
式
弘
v
者
移
れ
P
1
I
A
4
/
A
/
J
よ

南
浦
町
(
札
機
不
見
君
詩
人
(
7
罷
官
荘
何
蕗

ハ
勺
縮
漢
陽
輔
録
事
一
一
〉

。

ピク
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弘

8

a

r
恥
i

〆

P

2

武 漢一
i

漢
mm渡
」
と

う
記
す
。

漢
陽
渡
、

の
位
置
に
つ
い
て
清
の
町
一
統
志
h

は
こ

の
協
は
、
黄
線
楼
周
辺
の
略
地
閣
で
あ
る
Q

賀
鶴
楼
の
側
、
つ

ま
り
蛇
山
(
寅
鶴
山
)
か
ら
対
岸
を
見
る
と
、
亀
山
(
大
別
山
)
が

そ
び
え
て
い
る
。
蛇
山
の
標
高
は
八
五
メ
ー
ト
ル
、
亀
山
は
九
十
メ



i
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
の
小
山
が
対
峠
す
る
格
好
で

あ
る
ο

こ
の
間
の
長
江
の
艇
は
約
千
メ
j

ト
ル
、
く
び
れ
た
よ
う
に

少
し
狭
ま
る
。
二
つ
の
山
が
地
形
的
に
き
わ
だ
つ
こ
と
を
吋
湖
北
風

(
8〉

物
志
b

は
「
危
蛇
二
山
図
冗
立
江
止
〈
、
抜
地
部
起
、
ん
句
、
勢
雄
、
淳
、
景

色
奇
特
市
開
名
子
世
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

い
っ
た
い
こ
の
地
域
は
、
ど
の
よ
う
な
魅
力
に
よ
っ
て
李
'
日
を
ひ

き
つ
け
た
の
か
ο

考
え
ら
れ
る
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み
る
。

ま
ず
、
こ
こ
は
地
形
の
変
化
や
自
然
の
風
光
に
富
む
。
黄
鶴
大
別

二
山
、
長
江
、
中
洲
、
湖
沼
そ
れ
に
総
生
が
加
わ
り
、
四
季
の
変
化

が
あ
っ
て
、
李
自
の
詩
心
を
そ
そ
っ
た
で
あ
ろ
う
Q

寅
鶴
楼
、
古
琴

台
、
古
刻
、
王
一
閥
、
一
一
一
国
時
代
の
遺
社
な
ど
歴
史
性
に
も
富
む
Q

こ

れ
は
懐
古
の
情
を
か
き
た
て
、
白
山
出
な
恕
像
の
飛
m
m
を
促
し
た
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
は
深
水
と
長
江
の
合
流
点
で
あ
り
、
交
通
の
要

衝
で
あ
っ
た
。
必
然
的
に
人
と
文
化
文
物
の
交
叉
す
る
十
字
路
に
も

な
る
。
と
り
わ
け
李
自
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る

の
は
、
こ
こ
で
は
故
郷
の
萄
と
は
長
江
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
て
い
る
、

と
い
う
意
識
を
持
ち
え
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
Q

そ
れ
は
、
次
の

よ
う
な
詩
句
に
読
み
と
れ
る
。

我
在
巴
東
一
一
一
峡
時
間
着
明
月
一
憶
峨
居

月
出
餓
腐
照
捻
海
輿
人
高
泉
長
相
随

葉
鶴
棲
前
月
華
白
此
中
忽
見
蛾
蔚
客

(
「
蛾
間
山
月
歌
迭
問
初
倫
長
入
中
京
」
)

一
茶
青
雲
客
一
一
一
登
業
鶴
棲
(
中
略
)

江
楼
峨
山
間
一
審
川
横
一
一
一
峡
流

(
「
経
箆
離
後
天
恩
流
夜
部
憶
蓄
遊
世
一
間
J

懐
般
江
夏
九
時
太
守
良
宰
い
)

時
代
は
陥
る
が
、
陸
激
の
吋
入
萄
記
』
に
は
、
萄
の
出
身
者
が
多
い

旨
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

出
江
一
括
提
上
選
舶
、
民
賠
市
山
伴
、
数
思
不
絶
、
其
閥
復
有
巷
階
、

往
来
憧
憧
如
織
輩
、
四
方
一
部
究
所
集
、
部
局
人
潟
多
。

李
白
当
時
の
萄
人
の
活
発
な
往
来
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
J

足
し
て
も
、

あ
な
が
ち
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
。

漢
陽
で
の
交
友
も
、
こ
こ
で
の
彼
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
た
で
あ

ろ
う
。
漢
陽
に
は
玉
と
い
う
姓
の
人
物
を
は
じ
め
、
何
人
か
の
飲
み

友
達
が
い
た
Q

君
主
集
』
の
巻
十
四
「
早
春
寄
玉
、
漢
陽
」
は
王
を
飲

酒
に
誘
う
詩
で
あ
り
、
巻
十
四
「
寄
王
漢
陽
」
は
、
酔
後
王
に
贈
っ

た
も
の
で
あ
る
。

武
田
間
と
漢
陽
の
関
を
往
復
し
て
、
一
時
期
自
由
で
楽
し
い
交
友
の

あ
っ
た
こ
と
は
、
晩
年
に
な
っ
て
も
忘
れ
難
い
思
い
出
と
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
回
想
の
な
か
に
、
黄
鶴
楼
の
現
れ
る
詩
が
あ
る
。

寅
鶴
西
棲
月
賞
鶴
西
楼
の
月

長
江
寓
里
情
長
江
万
里
の
情

春
風
三
十
度
春
風
一
一
一
十
度
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慎
一
憶
武
mm
城
空
し
く
憶
ふ
武
田
間
城

〈
「
迭
出
納
税
問
之
武
問
問
い
)

楼
の
周
辺
の
変
化
に
富
む
豊
鏡
な
自
然
を
背
景
に
、
伝
説
や
歴
史

私
め
た
江
辺
の
町
、
故
郷
の
窃
か
ら
の
旅
人
も
少
な
く
な
い
交
易

の
町
、
こ
こ
で
知
友
に
怒
ま
れ
、
仏
教
に
殺
し
む
生
活
を
得
た
こ
と

は
、
李
自
に
と
っ
て
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
居

ご
こ
ち
の
よ
さ
の
誌
の
よ
う
に
、
回
想
の
詩
の
な
か
で
黄
鶴
楼
は
、

な
つ
か
し
さ
の
象
徴
の
よ
う
に
っ
て
い
る
。

問
、
「
碧
山
議
」
か
「
碧
空
護
い
か

前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
は
本
文
の
兵
向
が
あ
る
。
司
李
白
集

校
法
』
(
様
腕
図
、
朱
金
城
校
注
)
に
よ
っ
て
問
題
点
を
次
に
示
す
。

(
〉
内
は
筆
者
注
。

〔
裂
山
)
山
、
蒲
本
(
元
刊
本
分
類
補
注
李
太
白
集
)
、
郭
本
(
明

郭
繋
勝
重
刊
本
ナ
太
白
文
集
〉
、
胡
本
(
清
刊
李
詩
通
〉
倶
作
空
ο

王
本
(
王
鴻
輯
注
李
太
白
文
集
)
注
一
五
:
議
本
作
空
。

〔
孤
帆
〕
此
句
敦
態
残
巻
(
謄
写
本
法
人
選
唐
詩
)
作
孤
帆
遠
瑛

緑
山
尽
。
間
宋
本
ハ
北
京
閣
議
館
蔵
宋
刊
本
李
太
白
文
集
と
静
嘉

堂
蔵
宋
刊
本
李
太
白
文
集
〉
、
謬
本
(
謬
臼
芭
刊
本
李
太
白
文
集
)

王
本
影
下
倶
注
云
:
一
作
映
。

な
お
、
題
に
も
木
文
県
内
向
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
末
尾
の
注

(
M
)
に

付
し
て
お
く
。

結
局
、
第
三
匂
に
は
次
の
五
種
の
本
文
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し

⑤
は
後
に
触
れ
る
が
、
陸
携
が
『
↓
人
萄
記
』
の
な
か
に
引
用
し
た
も

の
で
、
そ
れ
が
い
か
な
る
テ
キ
ス
ト
に
依
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

③
孤
帆
遠
影
碧
山
登
一
五
本
両
宋
本
謬
本
成
本
何
校
陸
本

一

(

げ

)

一
黄
校

②
孤
帆
遠
映
碧
山
謙
一
(
孤
帆
〕
の
項
参
照

③
孤
帆
遺
影
碧
空
謹
一
藩
本
郭
本
胡
本

④
孤
帆
遠
瑛
緑
山
章
一
敦
健
残
巻

⑤
征
帆
遠
侠
碧
山
憲
一
不
明

問
題
点
は
三
つ
あ
る
。
第
一
点
「
孤
帆
」
か
「
征
杭
」
か
。
第
二

点
「
遠
影
」
か
「
遠
映
」
か
。
第
三
点
「
碧
山
議
」
か
「
碧
空
議
」

か
、
で
あ
る
。
敦
燦
残
巻
の
扱
い
に
つ
い
て
は
及
び
が
た
く
、
謎
と

し
て
お
く
。
初
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
抜
本
に
も
な

く
、
ま
た
ど
の
選
集
も
本
文
に
採
っ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
問
題

に
し
な
い
。

第
一
一
一
点
に
つ
い
て
、
「
碧
山
議
い
を
採
っ
て
い
る
の
は
「
全
唐
詩
』
、

「
強
判
定
議
」
を
採
っ
て
い
る
選
集
は
コ
股
詩
別
裁
集
』
吋
唐

円
唐
宋
詩
醇
h

空
白
庶
詩
合
解
』
吋
唐
詩
解
h

な
ど
で
あ
る
。

ぺ
懇
山
議
い
の
代
表
的
な
支
持
者
は
陵
併
で
あ
る
。

乾
道
六
年
八
月
二
十
八
日
の
条
に
こ
う
記
し
て
い
る
。
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の



太
白
登
此
桜
、
法
孟
浩
然
詩
去
、
征
杭
遠
映
碧
山
議
惟
見
長
江
天

際
流
。
惹
帆
横
映
遠
山
、
尤
可
樹
、
非
江
行
久
、
不
能
知
也
Q

内
入
部
記
h

は
故
郷
の
山
陰
(
紹
興
〉
を
出
発
し
て
、
赴
任
地
の

婆
州
へ
斐
る
旅
日
記
で
あ
る
。
一
長
江
を
湖
上
し
な
が
ら
、
行
く
先
々

で
の
綴
察
や
思
考
を
記
す
態
度
は
、
事
に
つ
き
物
に
即
し
て
い
る
ο

♀
…
や
山
設
い
を
肯
定
す
る
の
も
、
そ
う
し
た
実
証
的
な
判
断
に
基
づ

く
。
「
非
江
行
久
不
能
知
也
レ
7

い
放
つ
あ
た
り
、
体
験
か
ら
得

た

自

信

が

読

み

と

れ

、

言

外

に

を

否

定

す

る

語

気

す

ら

あJ
る。こ
れ
に
反
し
て
、
近
代
以
降
の
注
釈
家
は
例
外
な
く
、
経
滋
の
指

摘
に
冷
淡
で
あ
る
。

孤
帆
遠
影
碧
空
尽
ヲ
陵
激
ノ
入
局
記
ニ
影
ヲ
映
一
一
作
リ
、
空
ヲ
山

ニ
作
ル
モ
甚
ダ
珍
ラ
シ
、
玉
璃
本
モ
コ
レ
ニ
開
ジ
。

(
市
川
箆
斉
「
談
結
詩
選
b
)

征
帆
遠
映
と
い
う
の
は
、
字
句
が
甚
だ
拙
く
、
認
山
で
は
さ
し
も

の
長
江
が
何
だ
か
広
さ
を
減
ず
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
か
ら
、
矢

張
、
こ
こ
に
在
る
通
り
、
孤
帆
遠
影
発
空
尽
の
方
が
、
は
る
か
に

部

自

く

、

放

翁

は

、

一

の

失

を

為

し

て

た

の

で

あ

ろ

。

〉
円
/(

久
保
天
腿

恐
ら
く
は
放
翁
が
旅
次
倉
卒
の
際
、
誤
り
引
い
た
の
で
あ
っ
て
、

庶
詩
選
に
あ
る
方
が
格
調
も
高
く
意
味
も
倍
、
氷
で
面
白
い
。

(
森
械
南

佐
波
説
の
古

一
一
つ
を
引
く
Q

を
支
持
す
る
や
そ
の
例

一
本
に
は
こ
れ
を
碧
山
と
作
る
。
そ
れ
な
ら
ば

緑
の
山
の
か
な
た
に
舟
の
帆
か
げ
が
消
え
う
せ
た
こ
と
に
な
る
。

碧
空
に
作
る
方
が
、
格
-
調
も
高
く
、
意
味
深
遠
で
あ
ろ
う
。

ハ
高
木
正
一
言
仰
詩
選
b
)

詩
的
第
一
一
一
旬
、
在
不
問
的
版
本
中
或
作
付
碧
空
尽
川
、
或
作
H

碧

山
尽
υ
。
人
約
之
所
以
多
取
前
者
、
正
是
図
方
H

空
υ

{子
展
汗
的

境
界
更
方
向
川
大
、
稲
川
山
μ

字
却
阻
断
了
人
的
視
袋
、
限
制
了
望

中
的
空
間
。
相
成
地
、

4h空
尽
υ

在
人
灯
心
ヰ
〈
引
起
的
壮
美
感

和
向
往
之
情
也
就
m説
得
更
方
強
烈
。

(
安
旗
醇
天
体
作
開
講
円
李
涛
組
化
十
』
)

「
碧
空
議
」
を
よ
し
と
す
る
論
に
共
通
す
る
の
は
、
主
観
的
判
断

を
決
め
手
と
し
、
創
作
の
場
や
作
者
の
視
点
か
ら
の
考
察
を
欠
く
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
も
考
察
に
含
め
る
と
、
「
碧
空
議
」
を
推
す
こ

と
が
た
め
ら
わ
れ
る
事
情
が
出
て
く
る
。
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、

原
詩
で
は
「
碧
山
霊
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
根
拠
を
次

の
四
点
に
ま
と
め
て
み
た
。

ー
現
存
す
る
李
自
の
詩
文
の
最
古
の
テ
キ
ス
ト
は
、
静
嘉
堂
の
蔵

(105 ) 



す
る
宋
本
『
李
太
白
文
集
b

…
一
一
十
巻
で
あ
る
。
こ
れ
は
平
阿
武
夫
氏

〈

児

〉

の
解
説
に
よ
れ
ば
「
北
宋
の
末
か
南
宋
の
初
め
に
、
四
川
で
、
長
氏

(
長
処
議
問
)
の
蘇
州
に
お
け
る
刊
本
を
復
刻
し
た
も
の
で
、
今
日
で

は
や
は
り
唐
代
に
最
も
近
い
テ
キ
ス
ト
い
と
い
う
。
こ
の
本
の
巻
十

一
一
一
に
詩
の
第
一
一
一
匂
は
「
孤
帆
遠
影
碧
山
議
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
も
う
一
つ
の
定
評
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
、
清
の
壬
菊
の
『
李
太
白

文
集
b

一
日
一
十
六
巻
も
こ
れ
に
な
ら
う
。
「
碧
空
議
」
を
是
と
す
る
の

は
、
そ
れ
ら
に
異
を
唱
え
る
わ
け
だ
が
、
上
述
の
よ
う
に
単
に
主
観

に
よ
る
の
で
は
独
断
に
す
、
ぎ
よ
う
。
読
み
手
の
思
惑
と
作
者
の
表
現

と

は

別

な

の

で

あ

っ

て

、

を

是

と

す

る

論

に

は

両

者

を

混
問
し
て
い
る
例
が
多
い
。

(
m
m
)
 

2
李
自
の
詩
歌
中
に
「
碧
山
」
を
含
む
用
例
は
十
八
あ
る
。
一

〈
卸
)

方
、
「
碧
空
い
は
一
例
し
か
な
い
。
李
白
は
「
あ
お
い
空
」
を
「
青

天
い
と
は
一
寄
っ
て
も
、
「
碧
空
」
と
は
例
外
的
に
一
一
箇
所
で
一
一
一
回
う
に

止
ま
る
。
こ
の
点
、
「
あ
お
い
山
」
を
「
碧
山
」
と
か
「
青
山
」
と

(
幻
〉

か
、
特
に
よ
り
使
い
分
け
る
の
と
大
い
に
兵
る
。
奮
い
か
え
る
と
、

長
ど
と
「
安
い
と
が
結
合
す
る
の
は
、
李
自
の
詩
歌
中
で
は
特
異

な
ケ
ー
ス
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
碧
山
」
を
「
耕
一
兆
エ
」
と
m
は
き
か

え
る
こ
と
は
、
極
め
て
確
率
の
小
さ
い
選
択
肢
を
認
め
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

3
李
自
の

の
使
い
方
を
み
る
と
、
単
に
碧
い
山
と
い
う

だ
け
で
な
い
、
あ
る
穫
の
気
分
や
観
念
を
伴
っ
て
い
る
Q

②
費
時
枕
席
非
碧
山
覚
め
し
時
枕
席
に
は
碧
山
非
ず

側
身
西
望
組
秦
関
身
を
側
て
西
の
か
た
望
め
ば
秦
関
に
阻
ま
る

ハ
「
鳴
泉
歌
奉
銭
従
翁
清
輝
五
崖
山
居
」
)

②
鳥
愛
一
訓
郡
山
遠
鳥
は
碧
山
の
遠
き
を
愛
し

魚
遊
槍
海
一
段
魚
は
槍
海
の
深
き
に
遊
ぶ

(
「
留
別
主
司
馬
嵩
」
〉

③
間
余
山
内
一
意
棲
碧
山
余
に
間
ふ
何
の
意
あ
り
て
碧
山
に
棲
む
か
と

笑
部
不
答
心
自
問
問
笑
っ
て
答
へ
ず
心
自
ら
関
な
り

(
「
山
中
問
答
」
)

④
暮
従
碧
山
下
募
に
碧
山
従
り
下
れ
ば

山
月
騒
人
蹄
山
月
人
に
随
ひ
て
帰
る

(
「
下
移
南
山
遜
餅
斯
山
人
宿
置
溜
」
〉

⑤
湖
関
数
十
里
瀬
間
関
き
こ
と
数
十
盟

湖

光

援

碧

山

湖

光

碧

山

に

揺

る

(
「
陪
従
租
済
南
太
守
泥
鵠
山
湖
一
一
一
首
」
其
二
〉

⑥
五
月
分
五
洲
五
月
五
洲
を
分
か
ち

碧

山

針

青

楼

碧

山

青

楼

に

対

す

(一i
楚
江
策
龍
磯
南
宴
楊
執
戟
治
楼
」
〉

①
②
の
「
碧
山
レ
に
は
慕
わ
し
い
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
が
漂
い
、
③
④
の

「
碧
山
」
に
は
、
超
一
俗
的
な
生
活
を
包
み
こ
む
自
然
な
安
ら
ぎ
が
あ
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り
、
⑤
⑥
に
は
、
水
商
と
対
比
さ
れ
る
山
の
、
戯
制
作
的
な
越
が
あ

る
。
「
孤
帆
迷
彩
碧
山
議
」
の
「
も
、
に
あ
げ
た
よ
う
な

複
数
の
情
感
を
含
む
で
あ
ろ
う
。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
資
総
桜
の
周
辺
に
は
、
作
者
が
親
和
的
に

接
し
た
自
然
ゃ
ん
生
活
が
あ
っ
た
。
「
製
山
」
は
地
理
的
に
は
漢
陽
の

大
別
山
を
指
す
に
し
て
も
、
当
地
へ
の
思
い
入
れ
も
含
ん
で
、
艇
の

あ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
兼
ね
持
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
「
碧
空
」
は
用

例
が
一
つ
し
か
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
託
し

え
な
い
。
「
惑
は
ま
こ
と
に
、
李
自
ら
し
い
含
み
を
持
つ

と
い
え
よ
う
Q

4
改
め
て
作
者
の
祝
線
を
想
定
し
て
詩
を
味
わ
っ
て
み
た
い
。
第

一
句
、
故
人
間
の
か
た
寅
鶴
楼
を
辞
し

i
i作
者
は
い
ま
黄
鶴
楼
の

あ
る
武
mm
側
に
い
る
。
日
前
に
は
長
江
の
寅
潟
し
た
流
れ
、
対
岸
に

は
大
加
山
。
第
二
旬
、
焔
花
一
一
一
月
揚
州
に
下
る

l
i熔
花
を
日
本
の

法
釈
番
の
あ
る
も
の
は
、
花
咲
き
か
す
む
情
景
と
し
て
い
る
。
実
際

は
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
視
界
を
忠
く
す
る
霞
な
ど
か
か
っ
て
い
て

は
、
後
半
の
表
現
が
生
動
し
な
い
。
花
も
山
も
春
光
の
下
に
鮮
か
で

あ
ろ
う
。
第
一
一
一
句
、
孤
帆
の
遠
影
碧
山
尽
き
1

1

帆
を
あ
げ
た
船
は

流
れ
に
乗
り
遠
ざ
か
る
、
即
ち
「
孤
帆
遠
影
」
。
と
共
に
い
つ
し
か

視
線
は
、
漢
陽
側
か
ら
漢
口
側
に
移
っ
て
い
る
。
一
i

碧
山
議
」
は
大

別
山
の
裾
が
江
水
に
没
す
る
あ
た
り
一
帯
。
ま
た
、
漢
水
の
河
口
に

も
あ
た
る
。
こ
こ
を
通
過
す
れ
ば
、
空
間
的
に
も
心
理
的
に
も
隔
絶

さ
れ
た
感
じ
は
つ
の
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
言
外
の
情
も
に
じ
ま

せ
て
「
碧
山
議
」
は
す
ぐ
れ
た
表
現
と
言
え
よ
う
。
第
四
旬
、
唯
だ

見
る
長
江
の
天
際
に
流
る
る
を
i
l
i
故
人
を
運
び
去
っ
た
船
影
は
視

野
の
か
な
た
に
消
え
、
天
擦
に
続
く
江
水
の
果
て
を
見
る
ば
か
り
。

つ
天
際
流
」
が
余
情
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
つ
天
」
と
意
味
の
重
な
る

「
認
空
」
が
直
前
に
あ
っ
て
は
玉
に
壊
で
、
そ
の
点
「
碧
山
」
に
は

欠
点
が
な
い
。五

、
鍛
念
と
し
て
の
「
碧
空
塞
」

く107) 

海
の
よ
う
な
広
が
り
を
も
っ
長
江
の
か
な
た
、
一
恕
空
に
吸
い
こ
ま

れ
る
よ
う
に
消
え
ゆ
く
孤
帆
の
遠
影
に
、
古
来
あ
ま
た
の
注
釈
家

が
、
送
別
詩
の
傑
作
と
誉
め
称
え
た
。
私
も
小
稿
を
構
想
す
る
前

は
、
侭
の
疑
念
も
持
た
ず
受
け
容
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
調

べ
て
い
く
に
つ
れ
、
そ
の
先
入
観
に
疑
い
を
持
っ
た
。

い
ま
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
原
作
で
は
「
碧
山
謹
」
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
だ
が
人
か
ら
人
へ
伝
え
ら
れ
る
う
ち
、
作

者
の
創
作
の
意
図
と
は
別
に
「
碧
空
悲
」
は
ひ
と
り
歩
き
を
始
め

た
Q

こ
れ
は
読
者
の
意
図
が
原
作
中
に
紛
れ
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
原

作
を
最
初
に
改
め
た
の
は
誰
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
十
分
な
説

得
力
を
も
っ
て
テ
キ
ス
ト
の
な
か
に
活
す
わ
っ
た
。
「
の
一
文



字
は
、
原
作
に
も
勝
る
魅
力
を
表
部
的
に
は
備
え
て
い
た
の
で
あ

る
ο

そ
し
て
元
の
つ
碧
山
議
ー
…
の
存
在
感
を
薄
め
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
意
味
で
は
「
砦
祭
議
」
は
読
者
の
観
念
が
作
り
出
し
た
表
現
と
い

え
よ
う
。
あ
え
て
い
え
ば
そ
う
し
た
観
念
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
自

体
、
こ
の
の
愛
鳴
性
を
物
語
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
G

(
1
〉
王
滞
の
説
は
巻
一
一
一
一
五
所
収
。
寅
錫
珪
の
説
は
開
示
ナ

太
白
年
譜
匂
(
作
家
出
版
社
一
九
五
八
年
北
京
〉
所
収
。
鴛
鉄
の
説

は
宗
ナ
自
詩
文
繋
年
い
(
作
家
出
版
社
一
九
五
八
年
北
京
)
所
収
。

(
2
〉
安
旗
・
辞
天
粋
事
記
ハ
斉
魯
書
社
一
九
人
二
年
〉
二
六

…
臼
れ
や
郁
賢
給
自
(
挟
間
人
民
出
版
社
一
九
八
二
年
)
中
の

(
3
)

隙

胎

肱

〈

人

民

文

学

出

版

社

京
)
一
一
七
一
見
。

mm一
五
十
八
年
頃
に
繋
年
し
て
い
る
。

(

4

J

吋
李
太
自
全
集
h

巻
一
四
「
春
日
'
帰
山
寄
孟
浩
然
」
の
王
埼
注

(
5
〉
町
一
李
太
白
金
集
い
巻
一
二
六
に
引
い
て
あ
る
吋
江
南
通
志
』
と
士
一
統

合
位
の
記
事
。

ハ
6
〉
中
国
方
志
叢
書
円
撲
協
勝
志
h

に
「
太
平
興
関
寺
、
在
城
北
落
花
隈

問
、
法
建
、
原
名
大
別
寺
O
L

と
あ
る
ο

(
7
〉
一
「
入
部
記
h

巻
五
、
八
月
二
八
日
の
条
。

(

8

)

吋
湖
北
風
物
志
h

(

湖
北
人
民
出
版
社
…
九
八
五
年
)
の
一
一
一
二
頁
。

〈
9
〉

巻

一

一

一

ハm
w
)

巻一一

O
「
泥
汚
州
城
南
部
官
湖
」

一
九
八
七
年

jと

(
日
〉
注

(
8
)
の
二
九
頁

(
ロ
〉
司
一
中
間
間
放
遊
間
』
(
帝
国
書
院
)
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
。

(
お
〉
注

(
8
〉
の
三

O
頁

(
M
)

南
宋
本
、
寝
本
題
下
倶
注
一
広
:
江
夏
、
岳
陽
。
成
本
無
責
鶴
棲
三

字
。
敦
短
残
巻
之
庚
陵
一
ニ
字
作
下
位
陽
。
絶
句
本
作
迭
孟
君
之
康
俊
。

〈f
N
J

宋
成
淳
刊
本
『
李
翰
林
集
』

(
M
J

明
段
一
五
大
刊
本
『
占
李
翰
林
集
』

(
げ
)
寅
亙
烈
校
謬
臼
芭
刊
本
『
李
太
自
全
集
』

ハ
叩
叩
)
唐
代
一
研
究
の
し
お
り
宗
一
T

自
の
作
品
資
料
集
』
ハ
同
期
出
版
社
一

九
七
七
)

(
日
)
藤
代
研
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